
第
三
章
　
教
団
組
織
の
改
革そ

の
概
要

◎
第
三
章
の
構
成

本
願
寺
史
料
研
究
所
が
編
纂
し
た
『
増
補
改

訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
の
第
三
章
は
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
の
本
願
寺
教
団
組
織

の
変
遷
を
中
心
に
記
述
し
ま
し
た
。
こ
の
章
の

内
容
は
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一　

組
織
改
革

二　

総
局
の
変
遷

三　

築
地
別
院
の
復
興

四　

戦
災
別
院
の
復
興

五　

基
幹
運
動

六　

研
究
機
関

▼
戦
後
の
組
織
改
革

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
の
敗
戦
を
受

け
て
、
そ
れ
ま
で
本
願
寺
教
団
で
と
ら
れ
て
き

た
戦
時
規
定
や
職
制
は
、
廃
止
や
改
定
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
年
12
月
に
文
部
省
に
よ
っ
て
宗

教
法
人
令
が
公
布
さ
れ
る
と
、
新
た
な
社
会
に

対
応
す
べ
く
、
翌
年
の
１
９
４
６
年
９
月
に
は

新
宗
制
と
新
宗
法
が
発
布
さ
れ
ま
し
た
。

新
宗
制
で
は
、
宗
名
を
「
浄
土
真
宗
」
と
し
、

そ
れ
ま
で
の
「
法
主
」
を
「
門
主
」
と
称
し
、

門
徒
は
「
家
」
か
ら
「
個
人
」
へ
と
解
放
す
る

な
ど
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
宗
務
機
関
を

宗
政
・
立
法
・
司
法
の
三
権
と
し
て
独
立
さ
せ
、

宗
政
は
宗
政
総
局
が
、
立
法
は
宗
会
が
、
司
法

は
審
判
院
が
取
り
扱
う
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
宗
政
総
局
を
代
表
す
る
総
長
は
、
宗
会

の
選
挙
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
な
ど
、
教

団
の
民
主
化
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
、
各
地
域
の
意
見
を
宗
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
に
は

全
国
を
26
の
教
区
に
区
分
け
し
ま
し
た
が
、
各

地
域
の
実
態
に
即
し
て
、
翌
年
に
は
28
教
区
と

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
教
区
の
再
編
成
が
な

さ
れ
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
は
31
教
区

と
な
り
、
１
９
８
３
（
昭
和
60
）
年
に
は
沖
縄

開
教
事
務
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

時
代
の
進
展
に
よ
る
業
務
の
多
様
化
や
複
雑

化
に
対
応
す
る
た
め
、
宗
務
所
組
織
の
改
編
が

お
こ
な
わ
れ
、
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
は
、

法
式
・
教
学
・
組
織
・
内
務
の
４
局
を
置
く
総

局
部
門
の
新
職
制
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
修
行

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
即
如
宗
主
の
伝
灯
奉

告
法
要
に
あ
わ
せ
て
、
１
９
７
８
（
昭
和
53
）

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
刊
行
に
あ
た
っ
て
（
第
４
回
）
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年
度
か
ら
３
期
12
年
の
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ

て
、
伝
灯
奉
告
法
要
を
機
縁
と
し
て
教
団
の
長

期
展
望
の
も
と
で
発
展
へ
と
導
こ
う
と
い
う
目

標
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
１
９
９
２

（
平
成
４
）
年
度
か
ら
は
８
年
に
及
ぶ
宗
門
長
期

計
画
（
新
長
期
計
画
）
が
策
定
さ
れ
、
教
学
の

振
興
、
人
材
の
育
成
、
境
内
地
の
近
代
的
整
備

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
第
４
巻
で
は
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
４
月
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
と
宗
教
法
人

「
本
願
寺
」
の
新
た
な
体
制
の
発
足
ま
で
を
対

象
と
し
て
記
述
し
ま
し
た
。

な
お
、
敗
戦
後
か
ら
２
０
１
２
年
3
月
ま
で

の
内
局
と
総
局
の
変
遷
に
つ
い
て
も
表
に
し
て

示
し
て
い
ま
す
。

▼
築
地
別
院
と
戦
災
別
院
の
復
興

築
地
別
院
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
第
４
巻

が
対
象
と
し
た
時
代
範
囲
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
が
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
９
月
１
日
に

発
生
し
た
関
東
大
震
災
に
よ
る
堂
舎
の
類
焼
か

ら
の
再
建
と
と
も
に
、
社
会
事
業
へ
の
取
り
組

み
、
さ
ら
に
は
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
和
田
堀
廟

所
な
ど
の
被
災
と
そ
の
後
の
復
興
を
中
心
に
、

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
の
直
轄
寺
院
・
築
地

本
願
寺
の
成
立
ま
で
を
概
観
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争
の
空
襲
に
よ
っ
て
焼

失
し
た
仙
台
別
院
・
富
山
別
院
・
福
井
別
院
・

岐
阜
別
院
・
名
古
屋
別
院
・
津
村
別
院
・
鷺
森

別
院
・
広
島
別
院
・
鹿
児
島
別
院
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
各
別
院
に
よ
る
復
興
へ
の
取
り
組
み

を
た
ど
り
ま
し
た
。

▼
基
幹
運
動

本
願
寺
教
団
は
、
明
治
以
降
も
江
戸
時
代

か
ら
続
い
て
き
た
家
を
単
位
と
し
た
檀
家
制
度

に
依
存
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
に

な
っ
て
産
業
の
発
展
に
よ
る
都
市
へ
の
人
口
の

流
動
化
が
進
む
な
か
で
、
新
た
な
社
会
の
し
く

み
に
対
し
て
、
い
か
に
個
人
個
人
の
信
仰
と
し

て
確
立
し
て
い
く
か
を
模
索
す
る
こ
と
か
ら
起

こ
っ
た
運
動
の
変
遷
に
つ
い
て
概
説
し
た
の
が

こ
の
節
で
す
。

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
は
門
信
徒
会
運

動
が
開
始
さ
れ
、
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
か

ら
基
幹
的
な
運
動
と
し
て
門
信
徒
会
運
動
・
同

朋
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
の
即
如
宗
主
伝

灯
奉
告
法
要
の
「
教
書
」
に
お
い
て
は
じ
め
て

「
基
幹
運
動
」
と
い
う
語
が
公
式
に
用
い
ら
れ
、

翌
年
か
ら
正
式
に
宗
門
基
幹
運
動
推
進
計
画
と

し
て
、
正
式
に
教
団
の
運
動
の
名
称
と
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
運
動
の
も
と
、
１
９
９
７

（
平
成
９
）
年
に
は
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

法
要
」
の
修
行
や
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年

の
「
同
朋
運
動
五
〇
周
年
記
念
大
会
」
な
ど
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
研
究
機
関

戦
後
の
教
団
改
革
に
と
も
な
っ
て
設
置
・
改

変
さ
れ
た
付
置
研
究
所
な
ど
の
研
究
機
関
を
整

理
し
て
お
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
門
信
徒
へ
の
布
教
に
つ
い
て
は
、

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に
布
教
の
調
査
と
布

教
使
養
成
を
目
的
と
し
た
布
教
研
究
所
が
設
置

さ
れ
、
そ
の
後
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
は

教
学
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
１
９
８
８（
昭

和
63
）
年
に
は
教
学
本
部
が
廃
止
さ
れ
て
浄
土

真
宗
教
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

『増補改訂 本願寺史』第４巻刊行にあたって
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に
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
は
教
学
伝
道
研

究
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
に
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
と
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
教
義
の
根
本

と
し
て
の
聖
典
の
編
纂
・
刊
行
や
、
歴
史
史
料

を
も
と
に
し
た
歴
史
編
纂
事
業
、
法
要
儀
礼
へ

の
音
楽
の
導
入
な
ど
に
対
す
る
研
究
活
動
の
た

め
の
研
究
所
の
変
遷
に
つ
い
て
も
概
観
し
ま
し

た
。戦

後
の
日
本
社
会
の
移
り
変
わ
り
に
対
応
す

べ
く
本
願
寺
教
団
も
組
織
改
革
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
も
門
信
徒
と
の
関
係
を
考

慮
し
つ
つ
諸
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

本
願
寺
史
料
研
究
所

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻　

８
８
０
０
円
（
税
込
・
送
料
別
）

Ａ
５
判
、
908
ペ
ー
ジ　
　
　

 　
　

※
ご
注
文
は
本
願
寺
出
版
社
ま
で
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